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（ 1）アダン・タヌリ版全集（“Œuvres de Descartes”, publiées par Ch. Adam & P. Tannery. 12 tomes. Paris. 1897―1913, 
1996，以下AT版と略す）ではvol. 3, pp. 491―510，アダン・ミロー版書簡集（“Descartes. Correspondance”, 
publiée par Ch. Adam et G. Milhaud, 8 tomes, Paris. 1936―1963，以下AM版）ではvol. 5, pp. 111―138にある。なお，
フランス語の全訳はAM版の他に，G. Rodis-Lewisによる “Lettres à Regius et remarques sur l’explication 
de l’esprit humain”, Paris, 1959（以下RD版）がある。また，F. Alquiéによる “Œuvres philosophiques de 
Descartes”, 3 tomes, Paris. 1973のvol. 2に抄訳があるが，註は独自のものといえ，訳文は大部分RD版の
ものである。英訳は J. Cottingham, R. Stoothoff, D. Murdoch and A. Kenny ed, “The Philosophical Writings of 
Descartes”, vol. 3, Cambridge, 1991のvol. 3に抄訳があるのみである。邦訳はないが，井上庄七『近代哲学史
論集』，1989所収の「デカルトとレギウス」（pp. 133―163）で本書簡についても概説されている。
（ 2）1647年の『哲学原理』序文（AT―9―2: 19: 12―26）。デカルトからの引用は特記なき限りすべてAT版から。
ATの後に巻数，頁数，（必要に応じて）行数を順に : で結んで表示する。ただし本書簡を含む第3巻につい
ては巻数を省略する。なお，1647年3月デカルトからエリザベト宛書簡（AT―4: 625: 16―627: 11）参照。
（ 3）AT―8―2: 341: 1―369: 25. なおレギウスの掲示文書は1647年末，デカルトの覚書は1648年である。
（ 4）A. Baillet, “La vie de Monsieur Descartes”, 2 toms, Paris, 1691（Genève, 1970）の vol. 2, pp. 7―8（以下，Baillet―2: 
7―8のように巻数，頁数を : で結んで表示する）。バイエのこの文はAT―3: 305―306にも収録されている。こ
のときのことが本書簡第24段落にも触れられている。なお，この書にはバイエ自身による要約本（1692）
があるが，その要約本の邦訳が，井沢義雄・井上庄七訳，バイエ『デカルト伝』（1979）である。
（ 5）1643年のヴォエティウス宛書簡の一部（AT―8―2: 163: 10―12）。上記註（2）の『哲学原理』序文でデカルト
自ら引用しているのはこの箇所と思われる。
（ 6）Baillet―2: 2.




（ 8）Baillet―2: 147―148. ヴォエティウスのテーゼはAT: 511―520にある。本書簡は主にこれに応えているわけで
あり，本訳では必要に応じ註で紹介する。
（ 9）Baillet―2: 148―149/AT: 490―491.
（10）ヴォエティウスの系は，前註（7）の公式文書（ラテン語）がAT: 487―488に，フランス語でBaillet―2: 146にある。

























































































































（72）第1講（AT―6: 234: 29―237: 24）。
